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1天界新知副
新知識各：項に附けた；番號は便宜土のもの

で分類に關係ぱない・各人の分類整理に

得用さ都たい．

　　　　563　　　　　彗星の光輝観測の瓢法

　一般に彗星や星霧の如き，形が大きくボンヤリした天盤の明るさの測定は非常にむつ

かしいものであって，其の困難の原因は主に下の三つとされてみる．

　ユ）使用さ才しる望遠鏡の型及び口口（M・Beyer氏の研究あり・A・N・250，233）・

　2）槻測地の地理的及び氣象的∫幕（都市との遍近，山か野か，慈への塚近等々）及び

　　　空氣の良否・

　の　四日者の生理隔日一一之わは從來絵り重要幌さオしてみない．〔山本一一清博士，「1

　　　ンド學制苛協會幸艮告第4tt〕

湊國のW．E．　Bernheimer氏は’圓＝とド眠とを比較する」融合に成るべく倍率の小なるも

のを層みるやう〔A．N．248，195〕すNめてみるが，之オしもk”際は中々行はれにくv・こと

であ6，第2の方法は焦黙外の恒捲像と嘩しとを比較することで，アマチュアたちも多

く實行してみる．上記Beyer民は接眼鏡を歪｛ミ黙から引き出して，讐星や比較星の像が池

えるやうにすることをすしめてみるが，之れも空蝋の良否に景参浬さオしることが多い．う（，

珪填や比較星の色も甲州1しなければならない・猫逸のW．W・Spangenberg氏は一新方

法として．，接遇鏡の覗野巾に礁黙外f）位提に）1枚のガラスを麗き，其の孚ばをスリガ

ラスとして不透明にして置き，比較星は此の半透明の部分を通して見ることを提議して

みる．尤も此の牛透明板により光が可なり上牧さオ．しるが，しかし之醒しは其の光の損失量

を測って置けば好い．〔AN．6］71〕

　　　564　　　　　　卸しい小遊星の命名

R．1．1442によれば，．ド記の通り4個のノJ・遊星が新しく名を與へらオした．

　　　　　　　（1．33．6）　1．eelandia

　　　　　　　（1337）　Gerarda

　　　　　　　（1342）　Brabantia

　　　　　　　（1353）　Maartle

之れ等は皆H．v．　Gent氏が糞二見し，　G．　Pels氏が軌道を計算したものである．

　　　　565　　　　喪失し元小遊星‘‘Gryphia，，の再護見

　第496號の小遊星‘‘Gryphia　’，は1902乍に酸見されて以來（天丈鱒呵936年度参照）呑
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く行方不朋となったまエ學界の疑問であったが，去る本年3月に1936CBとして糞見

さオした新体屋が軌道の研兜の結果，此の喪失星であることが判明した・〔1〈．　1・1437〕

　　　　56S　　　　　分光蓮星の第4目録が出版された

　米國クリ天文憂のW．W．　Cttmpl）ell，∫．　H・Moore爾氏は今までに分光建星の総目錬

を3圓まで出版したことがあるが（何れもりク天文憂ブレテンに），最近，叉，モア氏は

リクのブレテン第483號に第4目録を嚢表した・之れは］936年1月1日現在の星Lを全部糸岡羅i

したもので，

　第1表には分光蓮星軌直の知れてあるものb’75個を含み，此の5ち，

其のうち，第1：表には食攣星として要素の完全に知オしてみるもの55個・

　第π表には，軌道運動以外の理i，1－1で，説線速度の愛化するもの44個・

　第皿表には覗線速度の製化する星のうち，上記の2表中に含み得ない木確定のもの・

上の三つの表の中に含まれる星の総数は142⑪個である．

　第1表にある分光蓮星375ケのうち，多分365ケまでは中正な分光池星であり，共のう

ち55ケは食愛星，4ケは三百膿攣星，12ケは眼幌的二亘星，87ケは雨星のスペクトルが

．見．えてみる．從って，158ケは連星たることに疑はない，

　　　　56？　　　　　　　　藪小遊星至6偲の登録

　ドイツの計算局は下認の新小遊星に石1翫的な番號を輿へた．
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之れにより，小遊星の維数は今や1380イ1古1となったわけである，〔R，1・1438〕


